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こ
の
ま

ま
で
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？
？
？

納
得
で
き
ま
す
か
？
？
？

今

回
ほ
ど

与
野
党

の

対
立
が

鮮
明
な

選

挙
は
あ

り
ま
せ

ん
。

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に

よ
る
と

、
国
民

の

半
数
以

上
が
支

持
政
党
な
い

そ
う
で

す
。

是
非
！
是
非
！

今

回
ば
か
り
は

選
挙
に

足
を
運
び
ま
し
ょ
う
！

小
さ
な
1
歩

で
あ
り

ま
す
が
、
必

ず
社
会

を
変
え
ら
れ
ま
す
。

2019年7月17日
NO 119号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

２０１９争議支援
サマービア―パーティ

労働争議の
なかまを激励

日 時 ８月７日
１８時１５分～２０時

会 場
岩手医大 木の花会館

参加費
１０００円（組合補助）

主催：盛岡労連協賛：いわて労連
いわてローカルユニオン・同盛岡支部

お
知
ら
せ

８
月
１
日

盛
岡
労
連
「
Ⅰ
の
日
」
行
動

８
月
６
～
９
日

原
水
爆
禁
止
２
０
１
９
世
界
大
会
（
長
崎
）

８
月
７
日

２
０
１
９
争
議
支
援
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

８
月
11
日

映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
無
料
上
映
会

プ
ラ
ザ
お
で
っ
て

10
時
30
分
～
14
時

主
催

岩
手
県
反
核
医
師

歯
師
・
歯
科
医
師
の
会

８
月
24
・
25
日

第
65
回
会
日
本
母
親
大
会
Ｉ
ｎ
静
岡

東
北
６
県

太
平
洋
側

で「
原
発
」が
な
い
の
は

岩
手
県
だ
け

原
発
ゼ
ロ
を
書
き
始
め

て
１
０
０
回
目
。
実
は
昭

和
56
年
当
時
に
岩
手
、
三

陸
海
岸
に
原
発
建
設
の
話

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
田

野
畑
村
の
元
保
健
婦
岩
見

ヒ
サ
さ
ん
の
働
き
で
原
発

建
設
阻
止
が
出
来
た
の
で

す
。

岩
見
ヒ
サ
さ
ん
は
そ

の
と
き
、
反
対
運
動
の
中

心
に
い
ま
し
た
。
田
野
畑

村
役
場
の
そ
ば
に
あ
る
宝

福
寺
に
、
戦
後
ま
も
な
く

こ
の
寺
の
住
職
と
結
婚
し

て
大
阪
か
ら
移
り
住
ん
だ
。

そ
の
こ
ろ
の
田
野
畑
は
無

医
村
で
、
看
護
師
の
資
格

を
持
っ
て
い
た
岩
見
さ
ん

は
、
村
か
ら
「
開
拓
地
の

保
健
指
導
」
を
頼
ま
れ
た
。

村
内
に
は
当
時
、
12
の
戦

後
開
拓
地
が
点
在
し
、
１

２
０
０
人
余
が
暮
ら
し
て

い
た
。

岩
見
さ
ん
は
看
護
婦
と

助
産
婦
と
養
護
教
諭
の
資

格
を
取
得
し
て
い
て
、
中

学
校
で
養
護
教
諭
を
勤
め

た
後
、
盛
岡
の
保
健
婦
専

門
学
院
に
入
学
し
て
保
健

婦
の
免
許
も
取
得
し
ま
し

た
。子

育
て
を
し
な
が
ら

開
拓
保
健
婦

「
開
拓
保
健
婦
」
と
し
て

開
拓
地
に
歩
い
て
通
い
、

出
産
の
介
添
え
、
病
人
の

世
話
、
育
児
指
導
、
料
理

教
室
も
し
た
。
そ
こ
の
人

た
ち
の
健
康
の
向
上
に
必

要
だ
と
思
う
こ
と
は
、
な

ん
で
も
や
っ
た
。

ヒ
サ

さ
ん
は
、
「
つ
ら
く
は
な

か
っ
た
。
田
野
畑
に
は
本

当
の
空
、
本
当
の
川
、
本

当
の
花
が
あ
る
。
わ
た
し

は
そ
の
自
然
の
美
し
さ
に

酔
っ
て
い
ま
し
た
」

保

健
所
を
定
年
退
職
後
、
村

の
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

の
会
長
。
そ
こ
に
降
っ
て

き
た
の
が
原
発
立
地
の
動

き
だ
っ
た
。

田
野
畑
村
明
戸
地
区

に
原
発
施
設
が

１
９
８
１
年
、
田
野
畑

村
明
戸
地
区
に
原
発
施
設

が
作
ら
れ
る
ら
し
い
を
知
っ

た
ヒ
サ
さ
ん
は
、
ア
メ
リ

カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の

原
発
事
故
や
、
敦
賀
原
発

の
放
射
能
漏
れ
事
故
な
ど

も
知
っ
て
お
り
じ
っ
と
し

て
お
れ
な
く
な
っ
た
。

ヒ
サ
さ
ん
は
『
原
子
力

発
電
と
は
何
か
』
50
冊
を

取
り
寄
せ
て
村
会
議
員
た

ち
に
配
っ
た
。
「
村
婦
協
」

の
臨
時
役
員
会
を
開
い
て

「
原
発
と
は
何
か
」
を
説

明
し
た
と
い
う
。

漁
協
や
農
協
の
役
員
た
ち

に
も
40
冊
も
追
加
注
文
し

て
配
布
し
た
。

岩
手
に
原
発
が
な
い

の
は
偶
然
で
は
な
い

環
境
庁
も
「
国
立
公
園

の
中
に
原
発
は
作
ら
せ
な

い
」
と
い
う
。
村
長
さ
ん

も

反
対
す
る
。
婦
人
団

体
や

漁
民
た
ち
の
熱
心

な
運
動
が

お
こ
る
。
つ

い
に
田
野
畑
村
は
原
発
建

設
を
封
じ
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
っ
た
。

ヒ
サ
さ
ん
が
田
野
畑
村

に
初
め
て
来
た
時
に
詠
ん

だ
の
が
「
吾
が
住
み
処
こ

こ
よ
り
外
に
な
し
と
思
ふ

大
気
清
澄
に
し
て
微
塵
と

ど
め
ず
」

田
野
畑
は「
一
揆
」

の
地
で
も
あ
る
。

江
戸
後
期
の
19
世
紀
半

ば
、
人
び
と
は
２
度
に
わ

た
り
盛
岡
藩
に
対
し
て
一

揆
を
起
こ
し
た
。
「
三
閉

伊
（
さ
ん
へ
い
）
一
揆
」

と
よ
ば
れ
る
こ
の
民
衆
蜂

起
は
仙
台
藩
ま
で
を
も
巻

き
込
み
、
要
求
の
大
半
を

認
め
さ
せ
た
。
一
揆
を
率

い
た
畠
山
太
助
の
５
代
目

の
子
孫
で
、
村
職
員
を
長

く
つ
と
め

た
畠
山
吉
郎

（
き
ち
ろ
う
）
さ
ん
は
、

原
発
反
対
を
訴
え
て
い
た

こ
ろ
の
岩
見
さ
ん
の
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

「
岩
見
さ
ん
た
ち
は
毎
日
、

原
発
の
問
題
と
真
剣
に
向

き
合
っ
て
い
た
」

畠
山
さ
ん
に
よ
る
と
、

一
揆
の
精
神
の

原
点
は

「
勇
気
」
「
情
熱
」
「
団

結
」
。
そ
の
精
神
が
あ
の

と
き
、
村
の
女
性
た
ち
の

心
の
中
で
花
を
咲
か
せ
て

い
た
と
、
畠
山
さ
ん
は
言

う
。
「
大
切
な
の
は
、
金

だ
け
で
は
な
い
。
明
戸
に

原
発
が
で
き
て
い
た
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
遠
く

に
避
難
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
」

原発ゼロ NO 100

岩手の原発を止めた人

岩見ヒサさん

大腸の中のペット 腸内細菌
〇良い環境で 良いエサを食べさせ育てれば、飼
い主の身体を労わってくれる。
●悪い環境で 悪いエサを与えていると、飼い主
がかみつかれる。
（がんやうつ、身体全体の不調の原因に!）
最近「腸活」という言葉を、よく耳にする。

『腸内環境を 整える行為』の事を指している。そ

れだけ「腸の健康状態が悪い」人が増えている。日本

人の大腸には、１０００種以上、１００億兆個以上の

細菌（腸内細菌」が住んでいるが、この腸内細菌がん

や大腸の病気はもちろん、肌の状態、花粉症、認知症、

うつ病など様々な病気と深く関わっていることが分かっ

ている。

数回続き、健康と深く関わる『腸』について連載し

ます。

腸内細菌の状態

がんや大腸の病気だけでなく

肌トラブル 花粉症 認知症 うつ―

全身 心の健康にまで影響

人間が健康に生きて行く為に119

小腸=食べ物は約５～６時間かけ小腸に到達。

体に役立つ栄養素が血液へと取り込まれる。

大腸=小腸で栄養吸収された食べ物は大腸で約

１５時間かけて便になる。健康な大腸には１ℓ

の水分があり８割が体内に吸収され、残り２

割が便として使われる。

大腸の状態が悪いと、下痢や便秘に

市
民
と
野
党
の
共
闘
で

横
沢
た
か
の
り
さ
ん
を
国
会
に

隠
ぺ
い
・
忖
度
の
な
い
政
治
に
し
よ
う

自分らしく暮らせるため

選挙に行こう
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世
界
記
憶
遺
産

「
松
川
事
件
」

の
登
録
を
申
請

松
川
事
件

１
９
４

９
年
戦
後
最
大
の
冤
罪

（
え
ん
ざ
い
）
事
件
と

さ
れ
る
「
松
川
事
件
」
。

国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
（

ユ

ネ
ス

コ
）

の

「
世
界
の
記
憶
」
（
世

界
記
憶
遺
産
）
へ
の
登

録
申
請
の
報
告
。

「
松
川
事
件
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
」
そ
の
後
、
松
川

運
動
記
念
事
務
局
吉
田

吉
光
氏
か
ら
講
演
を
い

た
だ
き
、
改
め
て
国
が

起
こ
し
た
と
も
思
え
る

冤
罪
。
「
共
謀
罪
」
法

案
に
は
、
「
自
首
減
免

規
定
」
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

９
年
８
月
17
日
未
明
、

福
島
市
松
川
町
で
何
者

か
の
工
作
に
よ
り
列
車

が
転
覆
、
乗
務
員
３
人

が
死
亡
し
た
。
人
員
整

理
に
反
対
し
て
い
た
国

鉄
労
組
福
島
支
部
、
東

芝
松
川
工
場
労
組
の
役

員
な
ど
20
人
が
逮
捕
、

起
訴
さ
れ
る
。

冤
罪（
え
ん
ざ
い
）

「
松
川
事
件
」

旧
国
鉄
な
ど
の
労
働

組
合
員
ら
死
刑
４
人
を

含
む
17
人
が
二
審
で
有

罪
判
決
を
受
け
た
。
61

年
の
差
し
戻
し
審
で
被

告
全
員
に
無
罪
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
、
63
年
に

確
定
し
た
。
真
犯
人
は

不
明
。
裁
判
中
は
被
告

を
支
援
す
る
国
民
的
な

運
動
が
起
き
た
。

、
差
戻
し
審
で
全
員
無

罪
に
な
る
一
歩
を
築
い

た「
諏
訪
メ
モ
」。

当
時
の
国
鉄
と
東
芝

松
川
工
場
の
労
働
組
合

員
た
ち
が
「
列
車
転
覆
」

を
「
謀
議
」
し
た
と
い

う
１
９
４
９
年
８
月
15

日
に
、
そ
の
中
心
人
物

と
さ
れ
て
死
刑
判
決
を

受
け
た
佐
藤
被
告
が
、

じ
つ
は
東
芝
の
団
体
交

渉
に
出
席
し
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
た
「
日
記

帳
」
の
こ
と
で
す
。

書
い
た
主
は
、
当
時

東
芝
の
工
場
の
事
務
課

長
補
佐
を
し
て
い
た
諏

訪
親
一
郎
氏
。
団
体
交

渉
の
様
子
を
大
学
ノ
ー

ト
に
出
席
者
の
名
前
な

ど
と
も
に
書
き
込
ん
で

い
た
の
で
す
。
そ
こ
に

佐
藤
氏
の
名
前
が
明
記

し
て
あ
り
ま
し
た
。

じ
つ
は
、
検
察
は
こ

の
検
察
に
と
っ
て
は
不

利
な
証
拠
を
入
手
し
な

が
ら
意
図
的
に
隠
し
て

い
た
の
で
す
。
最
高
裁

が
弁
護
団
の
要
請
に
よ
っ

て
「
提
出
命
令
」
を
出

し
、
全
容
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
検
察
は

こ
の
重
要
資
料
を
隠
し

つ
つ
、
佐
藤
氏
が
団
体

交
渉
に
出
席
し
な
が
ら

「
謀
議
」
に
も
参
加
し

た
よ
う
に
見
せ
る
た
め
、

他
の
被
告
の
供
述
を
変

更
さ
せ
る
な
ど
の
小
細

工
ま
で
し
た
こ
と
が
バ

レ
、
「
結
局
は
検
察
側

主
張
の
命
取
り
」
に
な

り
ま
し
た
。

ア
リ
バ
イ
が
明
白
な

「
被
告
」
に
、
そ
の
資

料
を
隠
し
て
平
気
で
死

刑
を
求
刑
す
る
検
察
の

「
人
権
感
覚
」
も
問
題

で
す
。

松
川
事
件
は
20
人
も

の
被
告
全
員
が
無
罪
を

勝
ち
取
っ
た
稀
有
な
ケ
ー

ス
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

こ
の
運
動
を
「
記
憶
遺

産
」
に
、
と
い
う
運
動

に
賛
同
し
た
い
。

各
組
織
が

若
い
組
合
員
を
拡
大

北
海
道
の
ヘ
ェ
ス

タ
に
青
年
部
の
参
加
が

あ
り
、
若
い
人
の
組
織

拡
大
は
少
し
あ
る
が
、

全
体
的
に
は
組
織
が
減

少
し
て
い
る
。
組
織
減

の
現
状
認
識
す
る
だ
け

で
は
だ
め
で
、
来
年
の

総
会
に
は
２
０
０
人
の

拡
大
を
進
め
て
い
こ
う

す
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。
。

宣
伝
行
動
の

積
極
化

仙
台
市
・
盛
岡
市
・

福
島
県
で
そ
れ
ぞ
れ
５

日
宣
伝
カ
ー
を
運
行
し

建
交
労
を
押
し
出
し
て

い
る
て
い
る
。
今
後
、

各
県
に
一
台
配
置
し
て

い
き
た
い
。

学
習
会
が
要
求
に

南
東
北
・
北
東
北
で

学
習
会
を
行
い
、
各
部

会
で
の
要
求
を
く
み
上

げ
る
。

ダ
ン
プ
・
単
価
引
き
上
げ
・

労
災
加
入
。

労
職
・
労
災
認
定
・
基
金

制
度
の
創
設
。

ト
ラ
ッ
ク
・
賃
金
引
上
げ
・

過
重
労
働
の
軽
減
。

学
童
保
育
・
鉄
道
・
環
境
・

高
齢
者
・
事
業
団
か
ら
の
要

求
を
く
み
上
げ
る
。

岩
手
に
は
、
花
の
１

０
０
名
山
２
０
０
名
山

が
あ
り
栗
駒
山
・
焼
石

岳
・
駒
ヶ
岳
・
五
葉
山

早
池
峰
山
そ
し
て
、
コ

マ
ク
サ
で
は
日
本
一
の

生
息
で
あ
る
岩
手
山
に

今
年
も
行
っ
て
き
ま
し

た
今
年
は
４
月
に
入
り

雪
が
多
く
降
り
、
雪
渓

が
残
り
、
７
日
月
に
入

り
涼
し
い
日
が
続
き
、

い
つ
も
の
年
よ
り
花
は

長
く
咲
い
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
東
北

の
山
の
花
を
見
に
登
山

者
は
多
く
来
て
い
ま
す
。

焼
石
岳
の
、
姥
石
平
付

近
に
広
が
る
ハ
ク
サ
ン

イ
チ
ゲ
の
大
群
落

栗
駒
山
は
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ツ
ゲ
と
ハ
ク
サ
ン
チ

ド
リ
、
イ
ハ
カ
ガ
ミ
。

駒
ヶ
岳
は
、
チ
ン
グ

ル
マ
の
群
生
は
本
土
で

一
番
で
し
ょ
う
、
コ
マ

ク
サ
も
欠
か
せ
な
い
。

五
葉
山
は
、
ツ
ツ
ジ

が
見
ど
こ
ろ
で
し
た
。

早
池
峰
山
は
、
ハ
ヤ

チ
ネ
ウ
ス
ユ
キ
草
、
ナ

ン
ブ
ト
ラ
ノ
オ
。

花
の
乱
舞
で
す
。
是

非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ご
案
内
し
ま
す
。

格
差
と
貧
困
の
拡
大
阻
止
し
、健
康
に
働
け
る
職
場
を
目
指
し
て

建交労東北地方協議会

学習交流会
７
月
７
・
８
日
福
島
県
土
湯
温
泉
に
て
、
東
北
４
県
（
秋
田
・
岩
手
・
宮

城
・
福
島
）
か
ら
12
名
が
参
加
。
７
日
は
、
戦
後
最
大
の
冤
罪
（
え
ん
ざ
い
）

事
件
と
さ
れ
る
「
松
川
事
件
」
に
つ
い
て
、
松
川
運
動
記
念
事
務
局
吉
田
吉

光
氏
か
ら
講
演
お
頂
き
ま
し
た
。

８
日
は
、
加
藤
議
長
の
司
会
進
行
で
、
「
東
北
地
協
の
問
題
提
起
」
を
し

て
、
各
県
本
部
、
支
部
発
言
・
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

ナンブトラノオ

組
織
拡
大
と
学
習
会
の
両
立
を

ハクサンイチゲ

コマクサ イワカガミ

ハヤチネウスユキ草

ニッコウキツゲ

ヨツバシオガマ

ヒナザクラ

建
交
労
第
21

回
定
期
大
会

日

時

２
０
１
９
年
８
月
31
日
13
時
30

分
～

9
月
２
日
12

時
ま
で

会

場

群
馬
県
・
磯
部
温
泉

『
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン
』

建
交
労
鉄
道
本
部
第
21
回
定
期
大
会

日

時

２
０
１
９
年
９
月
14
日

13

時
～

９
月
15
日
12
時
ま
で

会

場

建
交
労
本
部
会
議
室

チ
ン
グ
ル
マ

コバイケイソウ

ハクサンチドリ

大
会
の
お
知
ら
せ

岩手の山々


